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1１．目的およびこれまでの経緯

【１号機】
H24.６月に、原子炉建屋１階床面の既存の配管貫通部を利用し滞留水水位・
室内気温・滞留水温、雰囲気・滞留水線量ﾃﾞｰﾀ等を取得（しかしながら、途中
で線量計が故障）

【２号機】
H24.６月に、原子炉建屋１階床面のすべて貫通部（ｽﾘｰﾌﾞ）内に詰め物等が
確認されたため、調査を延期

これまでの経緯

１、２号機のトーラス室の雰囲気、滞留水および堆積物の基礎
データを取得し、格納容器調査・補修装置設計へのﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸお
よびﾄｰﾗｽ室への燃料ﾃﾞﾌﾞﾘ拡散の有無を確認（試行）するため。

目的



2２．調査項目

カメラ底部堆積状況確認

水中

気中 線量計線量

堆積物ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ装置堆積物採取

滞留水ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ装置滞留水採取

温度計温度

線量計線量

カメラ透明度

カメラ構造物目視確認

温度計温度

使用機材調査項目

雰囲気（気中）・滞留水（水中）の温度、線量測定および滞留水・堆積物採
取等を計画。



3３．調査方法（温度・線量・カメラ）
穿孔装置により、原子炉建屋１階床面に直径300mmの穴をあけ、温度計、線
量計、カメラを挿入し調査。

穿孔装置ｲﾒｰｼﾞ図
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4４．調査方法（滞留水・堆積物採取）
直径300mmの穴より、CCDｶﾒﾗ、滞留水採水用ﾎｰｽ、堆積物採取装置を挿入し調査。
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採水口

調査ｲﾒｰｼﾞ図 堆積物採取装置

遮へい容器 採水器

空気入れで、ホースおよび
堆積物採取装置（下図の青
色の部分）に空気を充填し、
その空気を急激にリリース
（ﾘﾘｰｽ弁を開）することで吸
込口より水とともに堆積物を
吸い上げ、収納部に堆積物
を沈降させ採取する。

堆積物
収納部
(約70cc)

吸込口
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ホース
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5５．測定箇所案（１号機の例）
：温度測定位置

：線量測定位置

：水位確認位置

：滞留水採取位置

：堆積物採取位置
原子炉建屋１階

OP 10200

OP -1230

圧力抑制室圧力抑制室

OP 9550

前回確認水位OP 4000程度

1m

線量温度位置

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●OP. -800程度⑬

●OP.1200程度⑪

●OP.  200程度⑫

●OP.9200程度②

●OP.2200程度⑩

●OP.3200程度⑨

●水位確認ﾚﾍﾞﾙ⑧

●OP.4200程度⑦

●OP.5200程度⑥

●OP.6200程度⑤

●OP.7200程度④

●OP.8200程度③

●

●

OP.-1230程度⑭

OP.10200①

②

③

④

⑤

⑥

⑦ ⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑭
⑬

①

１m

１m



6６．調査箇所

設計情報より、建屋地下階床面まで、配管等の調査干渉物がない場所として
１号機は建屋北西エリア北壁付近、２号機は建屋北側RHR （Ａ）熱交換器室を
選定。

１号機穴穿孔場所 ２号機穴穿孔場所

１号機原子炉建屋１階 ２号機原子炉建屋１階

直径300mm穴穿孔箇所

4mSv/ｈ 6～8mSv/ｈ



7（参考）穴あけ概略手順
電動ﾁｪｰﾝ

ﾌﾞﾛｯｸ

700mm
コンク
リート
範囲

コアビット（φ300mm）

鉄筋吊りボルト

注水
（穴あけ時）

コアビット（φ50mm）

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

速乾性ｺﾝｸﾘｰﾄ

注水
（穴あけ時）

吸引
（局排へ）

ダクト

電動ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ

吸引
（局排へ）

注水しながら下部鉄筋まで直径300mmを穿孔 表面をならすｺﾝｸﾘｰﾄ施工し、貫通確認のための水張りをし、
注水及び局排へ吸引しながら直径50mmを穿孔

直径50mm吊り金具を設定し、下部鉄筋の配置に応じて
直径300mmまたは直径200mmを穿孔、ｺﾝｸﾘｰﾄ片回収

一部貫通により水の落下を確認後、水素濃度測定

ダクト 水素濃度計
φ50吊り金具

吸引
（局所排風機へ）

吸引
（局所排風機へ）



8（参考）想定リスクとその低減策

事前のﾓｯｸｱｯﾌﾟ訓練による設置方法の習熟
堆積物採取装置の採取口
が地下階床底面に採取可
能な位置に設置不能

・既存貫通部の水素測定

・穴あけのﾓｯｸｱｯﾌﾟでの火花が出ないことを確認

・注水しながらの穿孔

地下階（ﾄｰﾗｽ室）の水素滞
留による穴あけ時の水素
爆発

ｻﾝﾌﾟﾙが100mSv/h以上の場合はﾘﾘｰｽ
滞留水・堆積物ｻﾝﾌﾟﾙが高
線量のため採取不能

設計データより干渉物がない場所に穿孔
穴穿孔箇所における干渉
物の発見

・上部鉄筋は金属探知器で確認後、穿孔

・下部鉄筋の直前でｺｱを抜き、鉄筋の咬み込みの
可能性がある場合は穿孔径を直径200mmにして
穿孔

床面穿孔時のｺｱﾄﾞﾘﾙの異
物咬み込みによる穴あけ
不能

リスク低減策想定リスク


